


ラオスとは

ラオス人民民主共和国は東南アジア大陸部に位置し、同じくASEANに属するタイや

ベトナム、カンボジアなどの他、中国とも国境を接しています。内陸国ということもあ

り、途上国の中でも後発開発途上国のひとつ。人口は７００万人ほどで国土面積は日

本の本州と同じくらいです。

ベトナム戦争時代に受けた爆撃の不発弾が多く残る地域もあり、一人当たりの非爆

弾量は世界で一番多いともいわれます。ラオス語が公用語ですが、多民族国家であ

り、約50民族が生活していて、ラオス語を母語としない人々もいます。メコン川周辺

は首都ヴィエンチャンを中心に開発が進んでいて、内陸部との格差は広がっていま

す。

「ラオスのこども」とは

ラオスでは植民地時代の影響や経済的な問題から、教育環境の整備がまだまだ不

十分なところが多く、書店や図書館など本と触れ合う場所がほとんどありません。

子ども用の本も少なく、地方などでは家庭で読書をする習慣もないのです。

「ラオスのこども」は、これまで約４０年間にわたり、ラオス人絵本作家の育成や絵本

の出版、学校図書室の開設支援などを通じ、読書推進活動を継続してきました。もち

ろん図書室を作って終わりではありません。運営をしていく教員や図書委員となる生

徒を育成し、授業などでも図書室を積極的に活用してもらうなど、持続させていくこ

と、そして最終的には現地の教員や生徒たちだけで運営していけるようになることを

目指しています。

読書から得られるもの

本を読むことで子どもたちが得られるものはたくさんあります。識字以外にも、想像

力や協調性、感情をコントロールする力などを身につけることができます。登場人物

に感情移入し、仲間と協力すること、人が喜ぶこと、嫌がることなども絵本などから

学ぶことができます。また、能力に限らず、読書は自分が住む地域の外の世界の文

化や価値観に触れる機会にもなります。

「おおきなかぶ」という絵本を読んだことがある人は多いのではないでしょうか。この

本はもともとロシアの昔ばなしで、登場人物の絵もロシア人のようにも見えます。い

ろんな人、いろんな動物がいて力を合わせることができるという趣旨のお話です。子

どもたちが未来を自ら自由に選択するためには、外の世界を知ることもひとつの大

きな要素になるでしょう。

知らなければ選ぶことはできないのです。子どもたちは、 様々なジャンルの本から自

分が興味の持てるものを探して、未来を切り開いていくことができます。

お問い合わせ

(認定)特定非営利活動法人ラオスのこども（担当：岡田・伊藤）

〒143-0025 東京都大田区南馬込 6-29-12-303

Mobile: 090-9641-7027 Tel/Fax: 03-3755-1603

Email: alctk@deknoylao.net

HP: http://www.deknoylao.net Facebook: https://www.facebook.com/deknoylao/
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